
2017年2月4日土

ところ：

島根県

津和野町民体育館
 [ 入場無料 ]
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2003 年に京都大学が提唱していたのが「森里海連環学」。
2016 年 9 月に環境省は、日本の自然を再生させるキーワー
ドを「森里川海連環」と決め、日本中の小・中学生に広
める委員会の委員長に養老孟司を任命されました。
田中 克、竹内典之、天野礼子。各地で「森里海連環学」
の普及に尽力してきた立役者たちが、“ 清流日本一 ” の称
号を 6 度も取得した実践の地、島根県西部の高津川に集
います。

13：00⇒15：30 

21
世
紀
・
日
本
再
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

実
践
の
地
で
ひ
も
と
く
。 　

環
境
省
の
”森
里
川
海
連
環
”思
想
を
広
め
る
た
め
に



養老孟司　ようろう たけし

東京大学名誉教授。NPO 法人「日本
に健全な森をつくり直す委員会」委員
長。環境省「森里川海大好き！読本編
集委員会」委員長、農林水産省「オー
ライ！ニッポン会議」代表。

田中 克 たなか まさる

京都大学名誉教授。40 年以上にわたっ
て稚魚の生態や生理に関する研究に
取り組んできた。2003 年に京都大学
フィールド科学教育研究センター長と
なり、「森里海連環学」を提唱。

「舞根森里海研究所」所長。

森里川海 大好き！
シンポジウム

■13：00	 はじめに	 中井徳太郎 環境省　廃棄物・リサイクル対策部長

■13：10	 開会挨拶	 養老孟司 環境省「森里川海大好き！読本 編集委員会」委員長

■13：20	 来賓挨拶	 犬丸　淳 島根県環境生活部長

	 	 	 石丸文男 山陰合同銀行頭取

■13：30	 現場からの報告
	 ①	 田中　克  「森里川海大好き！読本　編集委員会」委員／京都大学名誉教授

	 	 「それは、“森里海連環学 ”から始まった」
■13：45	 ②	竹内典之  「森里川海大好き！読本　編集委員会」委員／京都大学名誉教授

	 	 「高津川の森は、今」
	 	 ◯共同発表者　久保睦夫 津和野町役場　農林課長

	 	 「津和野町美しい森
も り
林づくり条例」をつくって

■ 休　  憩

■14：20	 ③	齋藤 繭子  「森のようちえん 山のこども園 牛のしっぽ」主任保育士

	 	 「子どもたちを、自然の中へつれ出そう」
■14：35	 ④	杉原幸江 「吉田こども園」理事長／「日本に健全な森をつくり直す委員会」委員	
	 	 「益田市の29の保育園での “食育 ” のとり組み」
■14：50	 ⑤	天野礼子
	 	 「森里川海大好き！読本　編集委員会」委員／「日本に健全な森をつくり直す委員会」事務局長

	 	 「林業と、農業と、子供たちの未来」
■15：10	 高校生の感想	
	 	 吉賀高校生　津和野高校生
■15：25	 まとめ	 鳥居敏男 環境省　会計課長

■15：30	 終了

お名前、ご住所、メールア
ドレスを明記の上、「森里川
海大好き！シンポジウム参
加希望」と書いて
info@kenzen-mori.org 
へお申し込みください。
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会場マップ

　環境省の“森里川海連環思想”を広めるために

竹内典之たけうち みちゆき

京都大学名誉教授。京都大学の各地の
演習林に勤務、明るく豊かな森づくり
を提唱してきた。2003 年に「森里海
連環学」を提唱した。近年は劣化が著
しい高津川流域の人工林・二次林の再
生、管理に手を貸している。

お申込方法
JR 津和野駅

津和野
町民体育館

13：00⇒15：30 

出演者プロフィール

殿町通り

島根県鹿足郡津和野町後田ロ 66

9

◯津和野庁舎

敬称略

⇒

山
口

益田⇒

◆主催：NPO法人 日本に健全な森をつくり直す委員会　　http://www.kenzen-mori.org 　
◆協力：環境省・島根県・島根県立吉賀高等学校・島根県立津和野高等学校・吉賀町・津和野町

◆協賛：山陰合同銀行・株式会社 田部・株式会社モンベル


